
§協会の動き(平成 22年１１－１２月分） 
 
 
☆ 平成 22 年度第 2回技術講習会の開催              （技術研究委員会事業） 
当協会では技術系職員の技術向上を目的として、年に 2回講習会を開催しております。 
本年度 2回目となる今回は、「電気関係法規」をテーマに 12月 3日、埼玉建産連研修センター  

 大ホールにて実施しました。当日は、会員企業だけでなく、県や市町村等関係箇所の電気技術系職 
 員の方々にも大勢ご参加いただきました。 

    日 時    平成２２年１２月３日（金）13：30～17：00 

    場 所    埼玉建産連研修センター ３階 大ホール 
テーマ   「電気技術者のための『電気関係法規』について」 

            ～なぜ電気工事の資格だけではハンドホールに入れないのか～ 

講 師    ケイ・教育企画サポート事務所 所長 小 泉 一 夫  氏 
       

〔内 容〕 「電気事業法」、「建築基準法」、「労働安全衛生法」、「消防法」及び 
「エネルギーの使用の合理化に関する法律」の各法律、政令、省令及び 
告示のうち、電気設備の保守・管理に従事する方々に関係ある条項を関 
連させてお話しました。 
テキストは、実務手引書として、また安全衛生教育用テキストとして 
も最適な一冊としました。 

       

使用図書  「電気技術者のための電気関係法規」（(社)日本電気協会 編） 

 
内容としては、①法令についての基礎知識、②電気事業法関連法規と最近の改正内容、③建築基 
準法に関わる電気関係法令、④労働安全衛生法に関わる事業所の安全衛生管理体制及び電気工事等 
の作業に必要な資格と法定教育、⑤消防法に関わる電気関係法令と消防設備士、⑥エネルギーの使 
用の合理化に関する法律（省エネ法）の概要等多岐にわたりました。 
今回の講習会にて、アンケートを実施した結果、７割が理解できたと回答し、テキストや資料に 
ついても大変役に立つと好評でした。当講習会に対するご意見も多数お寄せ頂きました。技術研究 
委員会では、この結果を参考に来年度の委員会事業計画を行い、より良い講習会の実施に向けて検 
討をしていきたいと思っております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[会長挨拶風景] 

  

 

 

 

 

 

 

[講習風景] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
☆ 平成 22 年度電気工事技術研修会の開催             （人材育成委員会事業） 

人材育成委員会では、一昨年から春季に県立の技術系高等学校・高等技術専門校、県内にキャン 

パスを持つ工学系大学へ訪問し、進路指導担当者等へ業界就職方要請と意見交換を進めて参りまし 

た。その際、高等学校の先生方から、建設工事中の建物で、電気設備工事の現場を実際に見て、学 

んだ上で、生徒に指導したいとのご意見をいただきました。このことを受け委員会では、見学方法、 

意見交換方法、見学工事現場候補と見学会開催時期等の検討を重ね、新事業として『電気工事技術 

研修会』を次のとおり開催しました。 

（１）開催日  平成２２年１１月３０日(火)  13：30～16：30 

（２）場 所  プリムローズ有朋 １階 『カトレア』（さいたま市浦和区高砂） 

（３）内 容  ア 主催者挨拶   川合人材育成委員長 

イ 工事概要説明  電気工事請負者 埼玉電設（株） 

ウ 工事現場見学  『危機管理防災センター』（仮称） 

（さいたま市浦和区仲町３－５－８）  

エ 意見交換会   ・ 会長挨拶 

・ 出席者自己紹介 

・ 工事現場に対する質疑応答 

・ 就職に関する意見交換 

 

現場見学では、現在施工中の『危機管理防災センター（仮称）』を約 1時間にわたって見学しま 

 した。先生方からは、「興味深く見学でき、とても参考になった」と喜ばれました。 

引き続き行われました意見交換会では、企業の求める人物像、資格取得の必要性、就業の現状、 

 電気科への進路希望者の減少について等、様々な内容について、活発に意見が交わされました。 

  川合委員長は、「新入社員に、電気設備工事を一生かけての仕事にして欲しい。また一生かけて 

 成長し携わって欲しい。と伝えている。その意味でも先生方に、まず、体験していただき、現場の 

 魅力を生徒に伝え、彼らの進路指導への決め手に役立てて頂きたい」と語りました。 

研修会を終えてみて、“人材”の確保・育成の難しさを改めて痛感いたしました。今後、更に学 

 校側との連携を強め、継続して“人材”について考えていきたいと思います。 

この研修会の開催に当りまして、埼玉県発注の危機管理防災センター（仮称）の工事担当者（発 

注者・請負者）のご了解をいただき、また、埼玉県教育委員会のご後援をいただきました。 

 ご協力いただきました皆様方にはこの場を借りて御礼申し上げます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 [集合写真] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 [見学風景] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 [意見交換会] 

 



 
☆ 埼玉県優秀建設工事表彰              
埼玉県が発注した建設工事について、その工事を優秀な成績で完成した建設業者、現場代理人等 
を技術の向上、適正な施工の確保の模範となるとして、毎年表彰をしていただいております。 
本年度の電気設備工事部門での当協会会員は次のとおりです。 
受賞された皆様に改めてお祝い申し上げます。 
 

＜特別奨励賞＞ 

施工者 工事名 発注課所 

瑞穂電設(株) 機動センター庁舎新築電気設備工事 警察本部 施設課 

＜優秀建設工事施工者表彰＞ 

表彰者 施工者 工事名 

住宅課長 高山電設工業(株) １９県住岩槻諏訪山下団地Ｂ地区第１工区電気設備工事 

設備課長 埼玉電設(株) 
総簡加)０９浦和工業高校ほか２校 

太陽光発電設備設置工事 

営繕工事 

事務所長 
(株)東電工業社 ０９吹上高校普通教室棟全体改修その他電気設備工事 

＜優秀現場代理人表彰＞ 

表彰者 現場代理人 工事名 

住宅課長 
熊谷 智哉 

高山電設工業(株) 
１９県住岩槻諏訪山下団地Ｂ地区第１工区電気設備工事 

設備課長 

菅原 一彦 

埼玉電設(株) 

総簡加)０９浦和工業高校ほか２校 

太陽光発電設備設置工事 

大橋 昭夫 

内山電設(株) 

総簡加)０９歴史と民俗の博物館 

大規模改修電気設備工事（Ⅱ期） 

営繕工事 

事務所長 

永井 昭彦 

(株)東電工業社 
０９吹上高校普通教室棟全体改修その他電気設備工事 

(以上敬称略) 

 
 
 
 


